










I I  日本古代木塔基壇の構築技法と
地下式心礎、 およびその東ア ジア的考察
佐 川 正 敏
1. 間題の所在







間わず、 塔基壇の構築過程については掘込地業がある場合も含めて、 飛鳥寺や川原寺 (奈良県
明日香村)、尼寺廃寺(奈良県香芝市)、百済大寺、大官大寺(奈良県明日香村)などの発掘調






る。 また、 地下式心礎という設置型式や舎利埋納などの仏教儀式も、 半島から新たに伝来した




舎利埋納などの仏教儀式の源流については、 韓国の百済益山・弥勒寺と新羅慶州 (金州) ・皇龍
寺などの発掘調査で、 木塔基壇の掘込地業と基理1版築工法、 舎利埋納、 そして礎石配置などに
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2. 日本6̃7世紀の仏教寺院伽藍形式、 塔心礎の設置形式、 舎利孔について





壇上面から深さ2̃3 m と深い「地下式」、基理上面から深さ1m程度で基壇内に収まる 「半地
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図 2  端:心礎の設 ll'1 形式と -l1''',利孔 (1:l本1ll9l1 、L り 作 成 )
図 3  飛 l:1'li:1答跡心礎と心礎排'付け穴-平面・断面図 ( .'i文 研 l l5s に 加T)
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紀初頭の法隆寺五重塔と法輪寺三重塔が最後の事例であり、 奈良時代以後はない。 一方、 地上




するものは14例(64% ) あ る ( 図 2- l )。 これに対して地上式心礎44例中、 凹座を有するもの
は37例、舎利孔を有するものはl0例(23%) あ る ( 図 2-2)。 このことは、地上式心礎が主流
になるにしたがって、舎利孔も大きく減少する傾向にあることを示すが、地下式・半地下式心
礎において舎利孔をもたないものがすでに 36% ある事実も見逃せない。
つぎに、畿内の寺院では心礎24例中、舎利孔をもつものが l 3 例 ( 5 4 %) と多く、 さ ら に こ
































産(7例)ではほとんどが、地上式心礎である(図2-4)。 これは本稿1- ( l )で指摘したように、
7世紀後半以降は地上式心礎が次第に增加していったことと連動するものであるが、 法隆寺五
重塔と法輪寺三重塔のように、 7世紀末̃8世紀初でも依然として地下式心礎(両者とも舎利孔







( l )  地下式,i11礎型基国構築
これに当たるのは、飛鳥寺(図3:奈良国立文化財研究所l958)、旧中宮寺(図4:稲垣晋也
l973)、法輪寺(図8:財団法人観光資源保存財団1972)、法隆寺(図5:法隆寺国宝保存委員会
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図 ・l 1日中宮':'i二塔跡心確と根巻き粘土 (統11 il197:,)
図 6  法隆寺五重塔空洞に残存する
根巻き板圧i度と地下式心礎
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図 5  法隆寺五重塔断面図
( 以 ト'[.1lIi ま で法降寺国:i.保存 1l1ti会195 ) に よ る )
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5 .  基1l築成と礎石の据付け、基l・外装
図 9  法輪寺三重塔基域構集過程復原図
(財団法人観光資llli保護財団1972を改変)
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めの「根巻き粘土」がドーナツ状に残存している(図4、9-3)。 さ ら に、根巻き粘土内面には心
柱の根腐れを防止するための 「根巻き板 (あるいは添木、 添板)」 の断片が残存していた。 地下
式心礎の心柱根巻き板の痕跡は、 法隆寺でも良好に残存する (図6)。 法隆寺と法輪寺の心柱は
八角形で、 各辺に 3 枚の板を縦方向に置き、 心柱を包み込む。 法輪寺では約60 cm間隔で縄で
縛つている。
飛鳥寺の塔跡は鎌倉時代に焼亡し、 舎利容器が地下から取り出されたので、 立柱に関する痕


























平面規模は、 尼寺廃寺では心礎を中心とした範囲に 7.3m 四方で深さ約70 cmの穴が掘られ
( 図 l 2-1)、山田寺ではl4.5 m 四方の基壇より一回り広い範囲で行われた(図l6-1の地業A・
B )。掘込地業の深さは、 旧地表面から50̃ 80 cm と非常に浅いが、各層厚さl0 cm前後の版築
を行う。 山田寺では部分的に小標を入れる。 掘込地業の底面はほぼ平坦である。
② 心礎据付け前の基壇版築(基l理土A)  '
尼寺廃寺(図l2-2 )では約1m、山田寺(図16-2 )では5 0̃ 60cmの基壇土Aを築成する。
版築の各層の厚みは、掘込地業より薄く掲き固めている。尼寺廃寺では基壇土A(図10の②)
の北側が斜面になるように版築を行つている。 筆者は以前からこれを心礎を引き上げるための





基壇土A上面から礎石据付け穴を掘削するが、尼寺廃寺では長方形の穴で、深 さ が 1.5̃ 2 m
に達し、 南北の内側が30̃ 40度の傾斜をもつ(図12-4)。 この据付け穴が大きい原因は、 心礎
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図 l 1  塔心礎柱座と落下した舎利荘厳具
(北) で 一一一 一  (南)
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両寺と もに心柱などの根元を固定するために、 根巻き粘土を算盤玉形(断面「く」 ・ 「逆く」の
字形)に積むのが特徴である。尼寺廃寺では基;理土B と心礎上面のくぼみに粘土を細かく積み













輪の組み立て、 そして瓦毒きなどの作業工程もあることから、 いく っかの史料に記述されたよ
う に 、  塔の完成までには数年の歳月を要した。
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3.心確据付け穴のa割 、心確酸量.心建固定 (i li土B)






















































するのか、 その用途は何か、 については将来の課題である。 また、 心礎抜取穴付近の断ち割り
















6世紀中葉の東魏と北斉の首都であった那南城の正門である朱明門の南南束約 l,300 m の と
ころで、 1辺430 m 四方の側溝で囲まれた巨大な仏教寺院・趙彭城仏寺が発見された (朱2003、
本論集第一章IIの朱岩石報告を参照)。朱氏はその規模の大きさから見て、それが皇室寺院の可
能性が高いと推定している。この寺院には一辺約30 m、残存高が4.5mの巨大な塔基理があり、
基壇上面には5間(柱間約4m)四方で 3重の礎石が残されていた。 基理の大きさから見て、 本
来7間四方の4重日の礎石があった可能性もあるが、 これは将来の課題である。 ともあれ、趙
彭城仏寺の塔基;塑の平面規模が、 新羅慶州の皇龍寺九重塔および日本の百済大寺九重塔と近似
する点は、 非常に興味深い。 これは三者の塔の平面 ・立体的規模の類似性を想定させ、 同時に
勅願寺の木塔のひとつの規範ないし規格が存在した可能性を示唆するものである。












強というのは、 日本でも飛鳥寺から法隆寺までいく っか例がある。 東アジアの地下式心礎の深
さが近似する、 あるいは深さ の程度が区分される理由も追究すべき課題である。
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的に回答する必要がある。 その点でも、 隋文帝が仁寿元年(60l) ̃同四年 (604) に勅を発して
建設させた全国1l0余ヶ所の舎利塔や寺院があったのだから、 それらを発見し、 具体的に調査
することも望まれる(楊泓2004)。
6. 朝鮮半島における舍利孔をもつ地下式心礎、 そ して地上式心礎の出現










方の4重である。 両寺院では巨大な塔の出現と同時に、 地上式式心礎も出現している。 保存の
よい皇龍寺木塔の心礎の舎利孔には舎利具が奉安され、 また心礎直下には地鎮具が埋納されて
いた。 弥勒寺の木塔の礎石はすでに失われていたが、 残存基壇中に舎利容器や函が埋納される
よ う な こ と は な か っ た。 おそらく弥勒寺木塔でも地上式心礎の舎利孔に舎利が埋納されていた




このよ う な百済と新羅の状況を見るならば、6世紀末から 8世紀初頭の日本の木塔で、複数形
式の心礎の設置方式が同時に存在しえたのは、当然のことであろう。 とくに日本の場合、舎利
孔のない地下式心礎の比率が一定程度存在することから、 百済例を参考とする木製の函や金の
存在を想定する必要がある (図2-1)。 この想定は、 同時に地下式心礎の存在が、 舎利の地下埋
納という理念的なものとは別の、 何らかの土木建築学上の背景に規制されたものであることを
示していよう。 尼寺廃寺 (北廃寺) ゃ山田寺の木塔に見られる地下心柱をしっかりと固定した
根巻き粘土の存在も、 まさにそのことを意味しているのであろう (図 l2-7、 16-5)。
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